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富津埋立記念館 展示解説書 

 

(1)富津埋立記念館の概要 

・富津埋立記念館は、富津沖の埋立事業の完成に伴い、富津の海浜地域に栄えた漁業関係の

資料を展示することを目的として設立された施設である。  

・当記念館は平成５年（1993）年４月 27 日に開館した。（建設費用約６億円）  

・現在この建物が建っている場所は埋立地で、昭和 53 年（1978）４月の埋立工事開始前ま

では砂浜となっており、春から夏にかけては潮干狩
し お ひ が

り、冬には海苔
の り

養殖
ようしょく

が行われていた。 

・埋立は千葉県企業庁によって行われ（昭和 59 年竣工）、1402 名の組合員が漁業権を放棄

し、転業漁民が当記念館の展示品を寄贈した。  

・建物全体のイメージは、富津に昔から伝わる「すだて漁」をモチーフにして設計されてい

る。「簀
す

立
だ

て」とは浅瀬の海に竹などを立てて囲いを造り、魚を生け捕
ど

りにする漁法のこと

であり、建物の平面形態にその形を取り入れている。  

・また受付ホール上部のドームは富津の砲台
ほうだい

をイメージして作られたものである。富津公園

内にある「富津元洲
も と ず

砲台」（通称中の島）は明治 14 年～17 年（1881～1884）に築造され

たもので、近代以降、東京湾守護のシンボル的存在となってきたものである。  

 (2)富津岬周辺の自然と歴史  

・東京湾は最も深い中ノ瀬で水深５０ｍ前後であるが、とくに富津岬の北側は浅瀬になって

おり、魚貝類も多い。  

・富津沖では古来から「江戸前」の漁業が盛んで、マグロ以外の寿司ネタはだいたい採れる。

また海苔の養殖が盛んなことでも有名である。 

・富津岬は沿岸流によって三角形に発達した洲
す

で、東京湾に約６ｋｍほど突き出している。

富津岬の砂は小糸川
こ い と が わ

河口と磯
いそ

根
ね

崎
ざき

から運ばれ、約６千年前の縄文時代前期にはすでにその

原形となる州
す

が形成されていたと言われる。  

・富津岬周辺には原始古代からの多くの遺跡が散在しているが、中でも富津市役所建設に伴

って調査された下飯野
し も い い の

の打越
うちこし

遺跡
い せ き

では弥生時代後期～古墳時代前期（約 1800～1600 年前） 

の住居跡約３２０軒が検出された。この遺跡からは網のおもり（土錘
ど す い

）が多数出土してお

り、水田耕作が開始されてからも、漁業が主要な生業
なりわい

であったことを物語っている。 

・また富津岬の北側の付け根付近には「内裏塚
だ い り づ か

古墳群」と呼ばれる総数５０基近くの古墳群

があって、南関東最大規模の内裏塚古墳（全長１４４ｍ）を始めとする５世紀～６世紀の

大形古墳が集中しており、古代の「須
す

恵
え

の国」の繁栄を物語っている。  

・富津市南部の上総湊地区には大
だい

満
まん

横穴群（７世紀）があり、その壁面には船の線刻画
せ ん こ く が

が描

かれていて、古墳時代から大形の構造船が東京湾を行き来していたことがわかる。  

・富津市内の遺跡や古墳に関しては富津公民館内の「ふるさと展示室」に展示している。 
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Ａ．富津の海苔養殖 

(1)海苔養殖の起源 

・上総海苔の起源は、江戸後期の文政４年（1821）に近江屋
お う み や

甚
じん

兵衛
べ い

（江戸四谷の海苔問屋）

が小糸川河口の人見村（現君津市）で海苔養殖を開始したことに始まる。近江屋甚兵衛と

海苔養殖については君津市立漁業資料館（君津市人見）に関連した展示がある。  

近江屋
お う み や

甚
じん

兵衛
べ え

（明和３年～弘化元年）(1766～1844) 江戸時代後期の人・没年 78 歳 

       君津市人見の青蓮寺
せ い れ ん じ

に近江屋甚兵衛の墓がある。  

・富津市域では、文政 10 年（1827）に大堀村、同 12 年に青木村、天保 14 年（1843）に西

川・新井村で海苔養殖が始められ、富津村では明治年間に入ってから始められた。  

・富津の海苔養殖は、大堀村の平野武
ぶ

治郎
じ ろ う

の多年にわたる試行
し こ う

錯誤
さ く ご

によって改良され、明治

30 年（1897）に発表された「海苔篊建
ひびだて

移植法」によって飛躍的に進歩した。この移植法

は大正３年（1914）の大正博覧会で金牌
きんぱい

を受賞した。  

・平野武治郎は明治 11 年の暴風で小糸川河口のソダヒビが流されてしまったため、沖の方

に立ててあったソダヒビを河口部に移設したところ、そこに品質の良い黒海苔が付着する

ことを発見し、それが「海苔篊建
ひびだて

移植法」の開発・定着につながった。  

平野武
ひ ら の ぶ

治郎
じ ろ う

（天保 13 年～大正３年）(1842～1914) 明治時代の人・没年 72 歳 

         富津市大堀の明澄寺
みょうちょうじ

に平野武治郎の墓がある。 

(2)海苔養殖の手順 （大正期～昭和 40 年代初め頃） 

①海苔ヒビの杭
くい

作り（孟宗竹
もうそうだけ

またはマテバシイ＝通称トウジの木を使用）８月  

 竹の杭は深い場所、マテバシイの杭は浅い場所に使用した。  

②杭たて（深い場所では高下駄を履いて行った）９月  

③タネ付け（海苔ヒビの下の砂地に胞子
ほ う し

を入れた蛎殻
かきがら

を撒
ま

く）９月末 

④海苔をざるに取る（伝馬船
て ん ま せ ん

に乗って手作業で採取する、後に吸い取り機を使用）  

⑤不純物を取り除く（ごみや青海苔をピンセットで選別して取り除く）  

 青海苔はアオサ・碁石
ご い し

とも呼ばれ、もみ海苔などに利用された。  

⑥海苔を四角い枠に入れて延ばす（和紙の紙漉
す

きと同じ要領で行う）  

⑦天日干し（葦簀
よ し ず

の上に海苔を並べて約１日間干す）    ④～⑦は１１月～３月  

 １軒当たりの収穫枚数は１日平均 1,000 枚程度であった。  

(3)現在の海苔養殖  

・現在は海苔ヒビを使わずに、「べた流し」という方法で海面に網を張り、海苔採取船
さいしゅせん

（通称

潜水艦
せんすいかん

）を網の下部に潜らせ、海苔を刃で切り落として採取する方式が採用されている。  

・「べた流し」の方法は昭和２５年頃からすでに実験的に行われていたが、本格的に実施され

るようになったのは、昭和４６年から下洲
し た ず

（富津岬南岸）においてである。  

・なお現在では、海苔付け・裁断
さいだん

・乾燥などの一連の作業は全て機械化されている。  

１軒当たりの収穫枚数は１日１万 5,000～２万枚に上っている。 



 3 

Ｂ．富津の潜水漁業 

(1)富津潜水漁の歴史 

・ヘルメット式の潜水器具を身につけて行う平貝
たいらがい

（タイラギ）の採取は、明治 35 年（1902）

に、富津新町の斉藤徳蔵
さいとうとくぞう

によって始められ、「富津潜
もぐ

り」と呼ばれるようになった。この

漁法は現代にも引き続き受け継がれている。  

・大正～昭和初期にかけては、地浦
じ う ら

の平貝の潜水漁は入札による特定者の操業となり、大嵩
おおだけ

定吉
さだきち

（ダイサダ）・大嵩
おおだけ

幾造
いくぞう

（バッテラ）が中心となって２～４隻
せき

の船で行われた。  

・富津の潜水業はその始まりから昭和 22～23 年頃までは平貝とミル貝漁が主であった。  

・とくに昭和 18 年（1943）には平貝が大繁殖し、組合の出荷事業となった。戦時中には、出征
しゅっせい

家族にも平貝漁一代
いちしろ

分（一人前）の報酬を与えてその生活を支えた。  

・昭和 24 年～25 年頃になると平貝の資源減少によって個人採りとなり、見習い(通称予科
よ か

練
れん

)

の潜水士が腕を上げて独立するなど、昭和 26 年には潜水漁船が 80 隻以上に達した。 

・昭和 27 年には乱獲による共倒れを防止するため、潜水漁は県の免許制・許可制となった。  

・昭和 30 年頃になると、平貝は地浦
ぢ う ら

にはほとんどいなくなり、中ノ瀬が主な漁場となった。

中ノ瀬の平貝漁は昭和 30 年代中頃が最盛期であったが、同漁場は水深が 35ｍ位と深く、

誰でもが潜れたわけではなかった。  

・平貝の漁場が深場に移ると、潜水病が続発し、あるいは資源の減少によって採算がとれず、

減船・転業が相次いで、潜水漁船も 60 隻ほどに減少した。  

・昭和 40 年代に入ると、様々な要因で海底環境も変わり、平貝はほとんど採れなくなって

しまった。それに代わって昭和 40 年代初頭には赤貝が湧き、また寿司ネタとしてのトリ

貝の商品価値が見直されて、40 年代には赤貝・トリ貝が潜水漁の中心となった。  

(2)現在の潜水漁と潜水器具の改良 

・昭和 49 年、大嵩
おおだけ

弁三
べんぞう

が潜水業としてアサリの採取を開始し、商品化された。  

・昭和 50 年代以降、現在までの富津の潜水漁業は、地浦でのアサリ・バカ貝の採取を中心

に 50 隻ほどの潜水漁船によって個人事業（組合に分金
ぶ き ん

を支払う）として行われている。

トリ貝については商品化できるほどの収穫があるものの、赤貝は採取量も減っている。  

・ヘルメット式潜水器具は始業期と外見上はそれほど大きく変わっていないが、現在に至る

まで次のような改良が加えられてきた。  

① 船上から潜水夫へ空気を送る装置が、当初は手押し式ポンプであったが、平貝の豊漁で

あった昭和 18 年頃から動力によるエアーコンプレッサーに変わった。  

② 船上と潜水士との交信が、当初は命綱による合図で行われていたが、昭和 40 年頃から電

話器による通信に変わった。  

③ 潜水服の材質が綿から化学繊維になり、ゴムの質も良くなった。  

④ ヘルメットに電灯を取り付け、より深く暗いところまで潜れるようになった。  

⑤ アサリ・バカ貝の採取はポンプの水圧で貝と砂を飛ばし、網に収める方法になった。  
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Ｃ．富津の漁船と漁法 

(1)漁船の種類 

潜水船～ヘルメット式潜水器具を使ってアサリ・バカ貝などの潜水漁（かつては平貝・ミル

貝漁）に使う船（明治～現代）  

底引き船～底引き網を機械で縦方向に引いて、海の中を回遊する魚や貝を捕
と

る船（昭和 30

年代～現代）  

のり採り伝馬
て ん ま

船
せん

～海苔ヒビ・海苔網から海苔を採取する船（大正～昭和 30 年代） 

押送
お し ょ く

り船
ぶね

～海上で各種の漁船から魚貝類を買い付けて築地
つ き じ

まで運んだ船。魚の鮮度を保つた

めに船の中央に水槽が設けられていた。魚の買い取りに当たっては、船前方の左

右に置かれた目銭置
め せ ん お き

が利用され、時価で取り引きされた。（明治～昭和初期）  

打瀬
う た せ

船
ぶね

～帆を上げて風の力で船を横に流しながら、袖網
そであみ

の付いた打瀬網
う た せ あ み

を使って漁を行った

船（明治～昭和 30 年頃） 

巻き網船～通称「あぐり船」と呼ばれ、２隻で網を掛け回してイワシなどの魚を捕獲した  

（明治～現代）  

延べ縄一本釣船～延べ縄でタイ・クロダイ・コチなどを捕る船（明治～昭和 40 年代） 

(2)網の種類と漁法 

ころばし網漁～潮流の早い所（第一海堡
かいほう

と第二海堡
かいほう

の間など）で、潮の流れを利用して網を転

がしながらイシガレイなどを捕る漁法（昭和 40 年代まで）  

延べ縄漁～１本の糸（天蚕糸
て ぐ す

）に多数の針を付け、タイ・クロダイ・トラフグ・コチなどの

魚を捕る漁法（昭和 40 年代まで）  

潜水器漁～ヘルメット式潜水器具を付け貝類を採る漁法で、明治期～昭和 20 年代までは平

貝・ミル貝が、現在ではアサリ・バカ貝が主に採取されている  

あぐり網漁～２隻の巻き網船で網を掛け回してイワシ・スズキ・ヘシコ・イナボラなどを捕る

漁法（現在でも実施）  

打瀬網
う た せ あ み

漁～底引き網の一種で、ふくろ網の両方に袖網
そであみ

を付け、風力や潮力を利用して船で海

底を引き、車エビやカニその他の魚を捕る漁法（昭和 30 年頃まで）  

蛸壺
たこつぼ

漁～紐の付いた蛸壺を海底に仕掛けておいて、ネズミ捕り方式でタコを捕る漁法  

腰巻き漁～腰に帯を巻いてマングワ（馬鍬）を取り付け、アサリ・バカ貝を掻き採る漁法  

見
み

突
づ

き漁～箱メガネで海底にいる魚を見定めて、へシ（フォーク状の槍が付いた長い竹の棒）

でカレイ・ヒラメなどの魚を突き捕る漁法  

一本釣り漁～伝馬船
て ん ま せ ん

・一本釣り船からタイ・スズキ・コチなどの魚を捕る漁法  
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